
日本語で書かれた EMCA文献・論文リスト 

最終更新：2018 年 12 月 15 日 

三部 光太郎 会員（千葉大学大学院）作成 

（※無断転載はご遠慮ください） 
本リストの作成にあたっては、以下の文献に所収のリストも参照した。『Ethnomethodological Sociology』

（1990/協力・作成：水川喜文）、『エスノメソドロジーの現実』（1992/作成：水川喜文・好井裕明）、『エス

ノメソドロジーの想像力』（1998/作成：山田富秋）、『会話分析への招待』（1999/作成：岡田光弘）。 

1 

【単著・共著・編著】  

秋葉昌樹. (2004)『教育の臨床エスノメソドロジー研究―保健室の構造・機能・意味』.東洋館出 

   版社. 

伊藤翼斗.(2018).『発話冒頭における言語要素の語順と相互行為』大阪大学出版会. 

今田恵美.(2015).『対人関係構築プロセスの会話分析』.大阪大学出版局. 

上野直樹(1999).『仕事の中の学習―状況論的アプローチ』東京大学出版会. 

上野直樹・西阪仰.(2000)『インタラクション：人工知能と心』.大修館書店. 

榎本美香. (2009).『日本語における聞き手の話者移行適格場の認知メカニズム』ひつじ書房. 

海老田大五朗.(2018)『柔道整復の社会学的記述』勁草書房. 

樫田美雄・岡田光弘・中塚朋子［編］(2018).『医療者教育のビデオ・エスノグラフィー 

      ：若い学生・スタッフのコミュニケーション能力を育む』晃洋書房. 

樫村志郎. (1989→新装版 1997). 『「もめごと」の法社会学』. 弘文堂. 

川床靖子. (2007).『学習のエスノグラフィー―タンザニア・日本・ネパールの仕事場と学校をフ 

    ィールドワークする』.春風社. 

串田秀也. (2006).『相互行為秩序と会話分析―「話し手」と「共-成員性」をめぐる参加の組織 

       化』.世界思想社. 

串田秀也・好井裕明［編］(2010)『エスノメソドロジーを学ぶ人のために』世界思想社 

串田秀也・平本毅・林誠.(2017).『会話分析入門』勁草書房. 

小宮友根.(2011)『実践の中のジェンダー―法システムの社会学的記述』新曜社. 

是永論.(2017).『見ること・聞くことのデザイン―メディア理解の相互行為分析』新曜社. 

酒井泰斗・浦野茂・前田泰樹・中村和生［編］.(2009).『概念分析の社会学―社会的経験と人間 

   の科学』ナカニシヤ出版 

酒井泰斗・浦野茂・前田泰樹・中村和生・小宮友根［編］.(2016)『概念分析の社会学 2―実践の 

        社会的論理』ナカニシヤ出版. 

椎野信雄.(2007).『エスノメソドロジーの可能性―社会学者の足跡をたどる』春風社. 

城綾実.(2018)『多人数会話におけるジェスチャーの同期―「同じ」を目指そうとするやりとり 

       の会話分析』ひつじ書房. 

須賀あゆみ.(2018).『相互行為における指示表現』ひつじ書房. 

杉原由美.(2010).『日本語学習のエスノメソドロジー―言語的共生化の過程分析』勁草書房. 

清矢良崇.(1994).『人間形成のエスノメソドロジー―社会化過程の理論と実証』東洋館出版社.  

高木智世・細田由利・森田笑.(2016).『会話分析の基礎』ひつじ書房. 

高田明・嶋田容子・川島理恵［編］.(2016).『子育ての会話分析―おとなと子どもの「責任」は 

      どう育つか』昭和堂. 

高梨克也.(2016).『基礎から分かる会話コミュニケーションの分析法』ナカニシヤ出版 



2 

 

高梨克也［編］.(2018).『多職種チームで展示をつくる―日本科学未来館「アナグラのうた」が 

   できるまで」ハーベスト社. 

鶴田幸恵.(2009).『性同一性障害のエスノグラフィー―性現象の社会学』ハーベスト社. 

鶴田真紀.(2018).『発達障害の教育社会学―教育実践の相互行為研究』ハーベスト社. 

戸江哲理.(2018).『和みを紡ぐ―子育てひろばの会話分析』勁草書房. 

西阪仰.(1997).『相互行為分析という視点―文化と心の社会学的記述』金子書房. 

――――.(2001)『心と行為―エスノメソドロジーの視点』岩波書店. 

――――.(2008)『分散する身体―エスノメソドロジー的相互行為分析の展開』勁草書房. 

西阪仰・川島理恵・高木智世.(2008).『女性医療の会話分析』文化書房新社. 

西阪仰・早野薫・須永将史・黒嶋智美・岩田夏穂. (2013). 『共感の技法―福島県における足湯 

    ボランティアの会話分析』勁草書房. 

平本毅・横森大輔・増田将伸・戸江哲理・城綾実［編］.(2018).『会話分析の広がり』 

      ひつじ書房. 

坊農真弓・高梨克也［編］ (2009).『多人数インタラクションの分析手法』オーム社. 

細馬宏通. (2016).『介護するからだ』医学書院. 

前田泰樹.(2008).『心の文法―医療実践の社会学』新曜社. 

前田泰樹・水川喜文・岡田光弘［編］(2007)『ワードマップ エスノメソドロジー―人びとの実 

   践から学ぶ』新曜社. 

前田泰樹・西村ユミ.(2018).『遺伝学の知識と病いの語り―遺伝性疾患をこえて生きる』 

    ナカニシヤ出版. 

松木洋人.(2013).『子育て支援の社会学―社会化のジレンマと家族の変容』新泉社 

松永伸太朗.(2017).『アニメーターの社会学―職業規範と労働問題』三重大学出版. 

水川喜文・秋谷直矩・五十嵐素子［編］.(2017).『ワークプレイス・スタディーズ―はたらくこ 

      とのエスノメソドロジー』ハーベスト社. 

南出和余・秋谷直矩.(2013)『フィールドワークと映像実践―研究のためのビデオ撮影入門』 

     ハーベスト社 

山内裕.(2015).『「闘争」としてのサービス―顧客インタラクションの研究』中央経済社. 

山崎敬一.(1994→新装版 2009).『美貌の陥穽―セクシュアリティーのエスノメソドロジー』 

   ハーベスト社. 

――――(2006)『社会理論としてのエスノメソドロジー』ハーベスト社. 

山崎敬一［編］.(2004)『実践エスノメソドロジー入門』有斐閣. 

山崎敬一［編］. (2006)『モバイルコミュニケーション―携帯電話の会話分析』大修館書店. 

山崎敬一・西阪仰［編］. (1997)『語る身体・見る身体』ハーベスト社  

山田富秋・好井裕明［編］. (1998).『エスノメソドロジーの想像力』. せりか書房. 

好井裕明［編］(1992).『エスノメソドロジーの現実―せめぎあう〈生〉と〈常〉』世界思想社. 

好井裕明・山田富秋・西阪仰［編］(1999)『会話分析への招待』世界思想社 



3 

 

【邦訳著作（年代順）】 

Schegloff, E. A.,2018.『会話分析の方法―行為と連鎖の組織』西阪仰［訳］, 

     ブッシュネル,ケード［翻訳協力］,世界思想社. 

     ≪収録論文≫ 

     「予備のための予備―「質問してもいいですか」」pp.1-100. 

   (=1980. ”Preliminaries to preliminaries:“Can I ask you a question?” ”. 

       Sociological inquiry, 50(3-4), 104-152.) 

     「仄めかしだったと認めること―行為の経験的説明に向けて」pp.101-202. 

   (=1996. “Confirming allusions: Toward an empirical account of action”.  

             American journal of sociology, 102(1), 161-216.) 

Heritage,J.&Maynard,D,W.(Eds).2015.『診療場面のコミュニケーション―会話分析からわかるこ 

      と』（抄訳/11~14 章は割愛）川島理恵・樫田美雄・岡田光弘・黒嶋智美［訳］.勁草書房. 

     (＝2006.Communication in medical care：Interaction between primary care physicians and  

    patients. Cambridge University Press.) 

Francis, D.,and Hester, S., 2014, 『エスノメソドロジーへの招待――言語・社会・相互行為』 

    中河伸俊・岡田光弘・是永論・小宮友根 訳、ナカニシヤ出版 

     (＝2004. An invitation to ethnomethodology: Language, society and interaction. Sage.)  

Lynch, M., 2012, 『エスノメソドロジーと科学実践の社会学』 水川喜文・中村和生［監訳］. 

     勁草書房. 

    (＝1993. Scientific practice and ordinary action: Ethnomethodology and social studies of  

     science. Cambridge University Press.) 

Collins, S., Britten, N., Ruusuvuori, J. and Thompson, A., 2011 『患者参加の質的研究―会話 

     分析からみた医療現場のコミュニケーション』北村隆憲・深谷安子 訳.医学書院 

     (＝2007. Patient Participation In Health Care Consultations: Qualitative Perspectives：  

   Qualitative Perspectives. McGraw-Hill Education). 

Sacks,H., Schegloff, E. A. and Jefferson, G., 2010 .『会話分析基本論集―順番交替と修復の組織』  

        西阪仰［編訳］・S. サフト［翻訳協力］.世界思想社 

     ≪収録論文≫ 

    「会話のための順番交替の組織―もっとも単純な体系的記述」 

   (＝1974. “A simplest systematics for the organization of turn-taking for conversation”. 

     Language,50(4), 696-735.) 

  「会話における修復の組織―自己訂正の優先性」 

    (＝1977.”The Preference for Self-Correction in the Organization of Repair ”. 

         Language, 53(2), 361-382.) 

Rodriguez, N. M., & Ryave, A. ,2006『自己観察の技法：質的研究法としてのアプローチ』 

     川浦康至・田中敦訳.誠信書房.（＝2002. Systematic self-observation . Sage） 



4 

 

Maynard, D., 2004,『医療現場の会話分析―悪いニュースをどう伝えるか』（抄訳） 

   樫田美雄・岡田光弘［訳］.勁草書房  

     (＝2003. Bad news, good news: Conversational order in everyday talk and clinical settings.  

     University of Chicago Press.) 

Suchman, L., 1999, 『プランと状況的行為――人間‐機械コミュニケーションの可能性』 

    佐伯絆［監訳］上野直樹,・水川喜文・鈴木栄幸［訳］.産業図書. 

       (＝1986. Plans and situated actions. Cambridge University.) 

Wooffitt, R., 1998,『人は不思議な体験をどう語るか―体験記憶のサイエンス』 

    大橋靖史・山田詩津夫［訳］.大修館書店. 

       (＝1992. Telling tales of the unexpected: The organization of factual discourse. Rowman  

         & Littlefield.)  

Psathas, G., 1998, 『会話分析の手法』 北澤裕・小松栄一［訳］.マルジュ社.  

        (＝1995. Conversation analysis: The study of talk-in-interaction. Sage Publications.) 

Coulter,J., 1998『心の社会的構成―ヴィトゲンシュタイン派エスノメソドロジーの視点』 

   （抄訳/3 章と 6 章を割愛）西阪仰［訳］.新曜社. 

      (＝1979.The Social Construction of Mind: Studies in Ethnomethodology and Linguistic  

      Philosophy.Macmillan.) 

Coulon, A., 1996, 『入門エスノメソドロジ―私たちはみな実践的社会学者である』 山田富秋・   

    水川喜文［訳］.せりか書房 

      (＝1995. Ethnomethodology . Sage.) 

Sudnow, D., 1993, 『鍵盤を駆ける手―社会学者による現象学的ジャズ・ピアノ入門』  

    徳丸吉彦・卜田隆嗣・村田公一［訳］.新曜社  

     (＝1978. Ways of the hand: The organization of improvised conduct. MIT Press.) 

Sudnow, D., 1992, 『病院でつくられる死――「死」と「死につつあること」の社会学』  

   岩田啓靖・志村哲郎・山田富秋［訳］.せりか書房  

     (＝1967. Passing on: The social organization of dying. Prentice Hall.) 

Psathas, G., Garfinkel, H., Sacks, H., Schegloff, E., 1988,『日常性の解剖学――知と会話』 

     北澤裕・西阪仰［編訳］.マルジュ社. 

     ≪収録論文≫ 

     Psathas,G.「序論 エスノメソドロジー ―社会科学における新たな展開」 

     (＝1988.”Ethnomethodology as a New Development in the Social Science” 早稲田大学 

      での講演を訳出したもの). 

      Garfinkel,H.「日常活動の基盤―当り前を見る」 

       (＝1964.”Studies of the routine grounds of everyday activities”.  

           Social problems,11(3),225-250.  

          再録→Garfinkel,H.1967.Studies in Ethnomethodology.Polity.pp.35-75.) 



5 

 

      Sacks,H.「会話データーの利用法―会話分析事始め」 

         (＝1972.”An initial investigation of the usability of conversational data for doing  

         sociology”. Sudnow,D.(eds).Studies in social interaction. pp.31-73.) 

      Schegloff, E. A.,& Sacks, H.「会話はどのように終了されるか」 

         (＝1973.“Opening up closings”. Semiotica, 8(4), 289-327.) 

Leiter,K., 1987.『エスノメソドロジーとは何か』 高山眞知子［訳］.新曜社. 

    (＝1980. A primer on ethnomethodology. Oxford Univ Pr.) 

Garfinkel, H., Sacks, H., Pollner, M., Smith, D., Wieder, L., 1987, 

    『エスノメソドロジー―社会学的思考の解体』 山田富秋・好井裕明・山崎敬一［編訳］. 

    せりか書房. 

    ≪収録論文≫ 

      Garfinkel,H.「エスノメソドロジー命名の由来」 

         (＝1974. “The origins of the term ‘ethnomethodology’ ”. 

           Turner,R.(ed.) Ethnomethodology,.Penguin.pp.15-18. 

           →初出は 1968.Purdue symposium on ethnomethodology) 

      Sacks,H.「ホットロッダー―革命的カテゴリー」 

     (＝1979.“Hotrodder: A Revolutionary Category”.  

        Psathas,G.(ed.),Everyday Language:Studies in Ethnomethodology.Irvington. pp.23-53.) 

      Pollner, M.「お前の心の迷いです―リアリティ分離のアナトミー」  

         (＝1975.“'The very coinage of your brain': The anatomy of reality disjunctures”.  

          Philosophy of the Social Sciences, 5(3), 411-430.) 

    Smith,D.E.「K は精神病だ―事実報告のアナトミー」 

        (＝1978. “ ’K is mentally ill’ the Anatomy of a Factual Account. Sociology, 12(1), 23-53.) 

   Wieder,D.L.「受刑者コード―逸脱行動を説明するもの」 

    (＝1974. “Telling the Code”, Turner,R. (ed.), Ethnomethodology. Penguin.pp.144-172. 

          初出→Wieder,D,L.1974.Language and Social Reality.Mouton de Gruyter.) 

      Garfinkel, H.「アグネス、彼女はいかにして女になり続けたか 

      ―ある両性的人間の女性としての通過作業とその社会的地位の操作的達成」（抄訳）        

     (＝1967. “Passing and the managed achievement of sex status in an “intersexed” person”. 

     収録→Garfinkel,H.1967.Studies in Ethnomethodology.Polity.pp.116-185.) 
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        (=Coulter, J. “Discourse and mind”. Human Studies, 22(2-4), 163-181.) 
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